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うちのひとつKTC－3（IgM）をヨードゲン法により1311

標識し，甲状腺未分化癌を有するヌードマウスにてイ

メージングおよび体内分布を検討した．

　投与3日目より腫瘍は明らかな陽性像を示した．

99mTc－HSAによるイメージでは腫瘍はむしろ血液プー

ルの低下を示した．7日目における体内分布では，腫瘍

への集積は0．53％ID／9を示し肝，肺，腎などの値より

高値であり，腫瘍血液比2．0，腫瘍筋肉比7．7であった．

5．躯幹部近接二軸回転SPECT－Di・aXial　Rotation

　　Data　Synthesis（DARDAS）法について一
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　躯幹の中心軸より左方，右方に等距離の位置にこれと

平行にそれぞれ1本ずつの回転軸を設定し，それぞれの

軸を中心に，より小さい回転半径で左半回転と右半回転

のデータ収集を行うことにより，ガンマカメラと撮影対

象が接近し，従来法よりも良好の解像力が得られた．本

法によりシミュレーションテストでX軸方向12．8％，Y

軸方向24．3％の空間分解能の向上が得られた．ファン

トームテスト，および実際の臨床例でも良好の結果を得

た．本法は，ZLC7500のガンマカメラでは特に新たな

装置を必要とせず，簡単なソフトウエアーの追加で施行

可能で，経済的簡便かつ有効な方法である．
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ROIを設定するためのカット値（OT）はバックグラウン

ドをBGとするとカット法ではOT＝0．42BG＋45．4％，

カウント法ではOT＝0．69BG十32．7％となった．コン

ピュータによる自動辺縁設定ではどちらの方法でもよい

が手動の場合は計算容積はROIサイズによる影響が少

ないのでカウント法が好ましい．

7．201TI　SPECT像による下腿筋の虚血診断法（定量的

　　検討）
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　Tl・201による下腿筋SPECT像について定量的検討

を行い，定性的評価法および血管造影所見と比較した．

膝から足関節にいたる下腿筋横断像を上，中，下に分け，

さらにそれぞれのスライス面を前脛骨筋群と下腿屈筋群

に分け，下腿筋全カウントに対する割合を求めた．

　結果：1．定量的解析と定性的評価法とでは下腿屈筋群

で5％の危険率で一致した．前脛骨筋群では一部でのみ

一致した．2．血管撮影で中枢性病変が認められた5肢中，

4肢で対側肢と同等の血流が認められ，対側肢が48％

の1例も再分布像で54％に増加した．中枢性病変では

豊富な側副血行路の発達により代償性のhyperemiaが

起きていることを示していると考える．3．より客観的

な虚血の程度の判定には全身カウントとの比較が必要で

ある．

6．SPECTによる臓器容積算出法の検討

　　一カウント法とカットオフ法の比較一
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8．動態機能の因子分析（第1報）；心ファントムおよび

　数学的モデルによる検討
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　SPECTによる臓器容積算出法であるカウント法とカ

ット法を心室ファントムを用いて検討した．容積計算は

カット法では％カット値で辺縁を決定しROI内のボク

セル数から援算した．カウント法では最高カウントの

80％以上のROI内の平均カウントで心室内総カウント

を割って求めた．カウント法ではカット法に比較して過

少評価を認め大きなROIを設定する必要があった．最適

　因子分析による動態機能解析法について，ファントム

および数学的モデルを作製し，基礎的検討を行った．数

学的モデルとしては，2つの因子からなり2部が重なる

モデルを作製した．また，ファントムは1つの異なる位

相の収縮を示すファントムを作製し，コンピュータ上で

合成した．因子の重なり，因子数，dixel数，スムージ

ングの効果などについて検討を加えた．因子の重なりを
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